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令
和
５
年
に
交
流
拠
点
基
本

構
想
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

令
和
10
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
で

進
め
て
き
た
。

　
今
年
３
月
定
例
会
執
行
方
針

や
４
月
号
ほ
ろ
の
べ
の
窓
で
突

然
の
一
時
中
止
発
表
が
さ
れ
た
。

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
物

価
高
騰
な
ど
が
原
因
ら
し
い
が
、

次
の
質
問
を
い
た
し
ま
す
。

質
問

事
業
の
目
的
は
。

町
長

平
成
26
年
度
か
ら
検
討
。

観
光
・
防
災
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
機
能
を
併
せ
持
つ
複
合
施
設

の
整
備
を
進
め
、
そ
の
後
、
令

和
4
年
度
に
、
町
民
の
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
る
機
能
や
サ
ー

ビ
ス
を
重
視
。
温
浴
施
設
な
ど

の
更
新
を
要
す
る
機
能
を
併
せ

持
っ
た
複
合
的
な
多
世
代
交
流

拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
に
決
定
。

質
問

諮
問
委
員
は
何
名
で
経

費
、
答
申
内
容
は
。

町
長

委
員
は
20
名
。
令
和
５

・
６
年
度
合
わ
せ
て
経
費
は
報

酬
、
費
用
弁
償
、
会
場
使
用
料

含
め
て
31
万
４
９
０
円
。
意
見

は
１
７
１
件
。

　
答
申
は
、
お
お
む
ね
適
正
と

認
め
ら
れ
、
誰
も
が
使
い
や
す

く
過
ご
し
や
す
い
施
設
で
あ
り
、

町
民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
各
種

補
助
金
活
用
に
よ
る
自
主
財
源

の
削
減
、
期
間
の
短
縮
に
よ
る

早
期
着
手
す
る
な
ど
の
意
見
が

付
さ
れ
、
７
年
度
で
本
施
設
に

係
る
業
務
の
一
時
凍
結
に
至
り
、

会
議
の
開
催
は
年
２
回
程
度
。

質
問

整
備
中
止
を
決
定
し
た

判
断
の
時
期
は
。

町
長

基
本
計
画
の
樹
立
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
建
設
単
価

の
上
昇
に
よ
り
町
の
財
政
状
況

を
推
計
し
た
結
果
、
町
の
財
政

収
支
を
圧
迫
す
る
見
通
し
と
な

り
、
ま
ず
は
教
育
環
境
を
整
え

る
た
め
、
同
時
期
に
予
定
で
あ

る
小
中
一
貫
校
事
業
を
優
先
し

て
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
結
果
報
告
は
令
和
８
年
第
２

回
議
会
定
例
会
に
お
け
る
行
政

報
告
、
広
報
誌
、
町
内
会
長
会

深 澤　博 幸
・
多
世
代
交
流
施
設
整
備
事
業
の
一

時
中
止
に
つ
い
て

地域の課題をとらえて
一般質問　第４回定例会（６月16日）

■深澤　博幸
■齋賀　弘孝

２氏が質問
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